
作動確認をしましょう。

すること

磁力の影響を受ける機械の
近くに置かないようにしましょう。

すること

チューブを出す位置に気を付けましょう。

すること

定期的な振動は異常ではありません。

おしらせ

どのように

OKライトが緑に点滅しているか、
ご確認ください。
正常作動時は、OKライトが緑に点滅しています。

™はスミス・アンド・ネフューの登録商標です。

なぜ

ペースメーカーや、除細動器、人工内耳等の埋め
込み型装置、インスリンポンプ等の生命維持管理
装置

磁力の影響を受ける機器

どのように おしりに傷がある場合 足に傷がある場合

腰側から出すとトイレや着替えの時など、
チューブが引っかからず、不便が少ないです。

なぜ

PICOは磁石を内蔵しています。
磁力の影響を受ける機器から
PICOを10㎝以上離してください。

＊本体の向きは逆さにしても問題ありません。
就寝時など適切にご使用いただけるよう医療スタッフの指示に
従ってください。

PICOは治療に必要な陰圧をかける時に、
器械が作動して吸引します。
定期的に吸引動作を行いますので、この時に
振動します。

傷の位置により腰
側または、裾側か
ら出します。
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シャワーに入るときには、注意しましょう。

すること

アラームの確認をしましょう。

異常かな？思ったら

どのように

™はスミス・アンド・ネフューの登録商標です。

●長時間のシャワーは避けてください

●PICO本体は浴室に持ち込まな
いでください

●創部を浴槽につけることはできません

①オレンジボタンを押し、陰圧を止める。

シャワーの入り方

②コネクター部分をねじり、PICO本体から
ドレッシングにつながっている接続チューブを外す。

③外した接続チューブの端は、
チューブに水が入らないように、下向きにする。

④シャワーから出た時、ドレッシングが濡れている場合は、
乾いたタオルなどで、水気を拭く。
PICO本体と接続チューブのコネクターをつなぎ、
オレンジボタンを押してドレッシングへの陰圧を再開する。

※PICO本体を外した際は、水が入らない
ように、接続チューブの端をラップなどで包ん
でください。また、ドレッシングも水浸しになら
ないようにラップなどで一時的に保護してくだ
さい。

アラーム時の対応

バッテリー低下アラーム低陰圧アラーム
（空気もれ）

ドレッシング交換アラーム

アラームが点滅した際は、下記連絡先にご連絡ください。

連絡先
日中： 夜間：
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